



























不明である。 二0-0年に 『巌麓書院戴秦簡(宣)~ 2が出版された。整筒、断簡含め、全
l拙稿 「古代中国に於ける宗教職能者の諸相-z;[と祝宗卜史 J (~東北アジア研究センタ一報告 8 身体的実践と



























文字中或稗「舌J，可考。」とする 二 しかし、小草氏 5は、当該字を 「育」字と釈文し、
簡文の意味を「蛇が口から入って、口の中で成長し生き続けて出てこない夢を見れば、男
であれば祝に任じられ、女であれば亙となるだろう。(夢見有蛇進入人口，在日裏生育或

































9整理者は、「毛 .指五穀読菜之類。」とする。しかし、高一致「獄箆秦簡 《占夢書》 補稗四則J(筒鳥網、二O一



















































































































































































































































































3王嘉字子年、隣西安陽人也。ー …一挑蓑之入長安、 最豊嘉責日符堅故事。 i亘以自随、毎事諮之。蓑既輿荷登相持、問
嘉目、 「吾得殺符登定天下不」。嘉日、 「略得之」。蓑怒日、「得賞云得、何略之有」。遂斬之。"...文著『拾遺録J
十巻、其記事多読怪。今行於世。 (百納本『晋書Jに拠る。)

































36敦爆写本解夢書については、劉l文英『中国古代的夢書~ (中華書局、一九九O年)、陳美英 ・方愛平 ・郵ー鳴


















37注 (36) 所掲鄭氏『敦燈本解夢書校録研究~ r敦短写本解夢書産生的歴史背景」、を参照。
38注 (36)所掲鄭氏書三三頁、を参照。
39注 (36)所掲鄭氏書七三頁、を参照。











































44注 (36)所掲鄭氏書「新集周公解夢書一巻 P. 3908J (一七一~一七七頁)に拠る。『新集周公解夢書』につい
ては、注 (36)所掲の三書のほか、湯浅邦弘「夢の書の行方 敦煙本『新集周公解夢書Jの研究 J (~待兼山論
叢哲学篇』二九、 一九九五年)・ 「第三部新出秦簡・漢簡に見る思想史第一章岳麓秦筒『占夢書』の構造
と思想J(~竹筒学一中国古代思想、の探求ー』大阪大学出版会、 二0一四年。初出は、原題 「岳箆秦簡 『占夢書」
の思想史的位置J~中国研究集刊』第五七号、 二O一三年) 、 及び森和 「秦人の夢ー岳麓書院蔵秦簡『占夢書』初
































47 i白書Jについては、拙稿 ii白書Jに見える亙と狂との隣係についてJ ( ~ 日本中園主要曾報』 第六六集、 二O
一四年)を参照。
－ 16 －
とするなら、『新集周公解夢書』と同じ敦埠写本解夢書であり、似通った分類の篇章を
持コ『占夢書残巻』についても、巌麓秦簡『占夢書』から敦埠写本解夢書『占夢書残巻』
に至る流れを想定することができるのではないだろうか。叫
傍証として、『占夢書残巻』に、第二章で確認した女性・蛇・火・口舌が「類を同じく
し本を共にし、裏くる所 気をーにす」る存在であるという論理が、一部ながら見られる
占辞を挙げよう。
夢見持火与妻子、多口舌。(夢に火を持ちて妻子に与うるを見れば、口舌多し。) (火
篇第廿五)
火を持って妻子に与える夢を見れば、口舌の禍が多い、と占断している。蛇についての
言及はないが、女性と火と口舌を同類と見なす複合的な観念を看取することができる。や
はり、敦憧写本解夢書『占夢書残巻』にも、それまでの夢占いに関する知識が受け継がれ
ていると考えられるのである。
おわりに
小論で、は、獄麓秦簡『占夢書』を契機として、古代中国における蛇と女性との複合的な
観念を考究してきた。中国では『詩経』に遡る古代から、蛇の夢を「女子の祥」とするよ
うな、蛇と女性とを結びつける観念が存在した。その結びつきには、『三国志』周宣伝に
見られたような、蛇を直接的に女性と結び付ける思考と、『左伝』の 「叔向の母」の言葉
に見られたような、子どもを通して間接的に蛇と女性とを結びつける思考との、三つの観
念が存在した。この二つの観念は、大部分が重なりながらも微妙に異なる部分も持ちつつ、
敦偉写本解夢書の時代まで、人々の心の中に潜在していた。
これらの複合的な観念を支える論理は、『論衡』言毒篇に見ることができた。すなわち、
蛇・女性・火・口舌が「類を同じくし本を共にし、菓くる所 気をーにすJる存在である
という論理であり、 この論理は五行説に根拠を持っていたのである。
最後に、小論で追究してきた蛇と女性との複合的な観念は、古代から存在し五行説に理
論的な基盤を持つものであった。しかし唐代伝奇には、仏教的な 「業」によって女性が蛇
48tilJ氏(注 (36)所掲書「ー 歴代夢書考証」一三頁)は、「経与其他夢書比較、伯2829和斯2222(2)原倶有題
為『解夢書ふ而斯620与官例遡然不問、亦与『周公解夢書』 和『新集周公解夢書』不向。為使子区別、現改擬題
為『占夢書~oJと指摘する。しかし、劉氏の指摘する 『占夢書残巻』 とその他の夢書との違いは、あくまで敦燈
写本解夢書という一群の文書の中での比較である。そのため、小論では注記するのみに止める。
－ 17 －
に変化してしまう話も見出すことができる。 柑とすると、この観念も仏教の影響を受けて
変容を蒙ったことが推測できる。このような仏教的な影響が、蛇と女性との複合的な観念
に、どのように作用したかは今後の課題としたい。
49僧令因者、於子午谷過山、往金州。見ー竹輿先行、有女僕服綴而従之。数日、終不見其人。令因乃急ヲ!簾窺之。
乃ー婦、人首而蛇身、甚像。令因甚鴛。婦人目、 「不幸業重、身忽獲化。上人何乃窺之J。問其僕。目、 「欲送秦
嶺之上」。令因遂輿論功徳、 送及秦嶺、亦不見婦人之首。而入林中失。出『聞奇録~o (W太平康記』巻四五九「蛇
四J)
